
（４）まちづくりの重点課題
計画策定の背景となる時代の潮流や、まちの動向、町民の声から、これからの本

町のまちづくりにおいて解決していくべき重点課題を整理します。

人口減少・少子高齢化の進行を背景に本町において様々な問題が生じています。
地域の活力を左右する人口の増減は、すべての施策において大きく関わるもので

あり、人口減少に対応する取り組みの優先度は極めて高くなっています。また、町
財政の縮小も懸念されるなか、積極的に投資すべき施策を絞り込み、集中的に実行
することも必要です。
このことから、人口減少を抑制して、本町の持続的な発展のために、最も期待で

きる施策を「重点プロジェクト」に位置付け取り組むものとします。
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・価値観やライフスタイルの多様化
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・ＳＤＧｓの推進
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・人口減少・少子高齢化の進行
・世帯の小規模化の進行
・産業就業者数の減少と担い手不足
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■第６次白老町総合計画

基本構想

第１章 まちづくりの方向性

第２章 まちづくりの基本方針

第３章 基本構想の体系
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１ 白老町のめざす将来像
（１）まちの将来像 

「まちの将来像」とは、本町のこれからのまちづくりの方向性やめざす姿を明らか
にするものであり、町民とともにまちづくりを進めていくための共通目標となるもの
です。
まちづくりの基本理念を踏まえて、８年先を見据えた本町がめざすべき将来像を次

のとおり設定しました。
また、この将来像は町民意向（町民参加プロセス）による本町のイメージや自治基

本条例の基本理念及び前総合計画からの継続性を勘案し、今後のまちづくりに込めた
思いを表現しています。

まちづくりの方向性
第２部 基本構想

第１章

共に築く希望の未来 しあわせ感じる元気まち
将来像

社会の成熟化に伴うライフスタイルや価値観の多様化をはじめ、人口減少、少子高齢
社会など、かつて経験したことがない時代を迎え、私たちは、時代の大きな転換期にお
かれています。
このような状況において、将来にわたりまちを持続的に発展させていくためには、人

と人とのつながりを大切にしながら、みんなで協力し、共にまちを創り上げていくこと
が大切です。
これからの未来への道は、決して平坦なものではありません。しかし、「みんな」で知

恵を出し合い、力を合わせて、「築いて」いくことで、その先には、「希望」にあふれた
輝かしい「未来」が待っているものと信じています。
“オールしらおい”で未来創造に向けた歩みを進め、町民みんなが「元気」に満ちあふ

れ、日々の暮らしの中で「しあわせ」を実感できるまちづくりをめざしていきます。
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（２）将来目標人口
将来目標人口は、まちの将来の姿を示す基本的な指標であり、今後の行政サービ

ス量を設定するために必要なものとなります。
そのため、「白老町人口ビジョン（２０６０年までの将来目標人口を示したもの）」

における将来展望をもとに、計画の最終年度となる２０２７年（令和９年）の目標
人口を次のとおり設定します。

第 6次白老町総合計画

２０２７年（令和９年） １３，８１５人
目標人口

■ 計画期間の目標人口

■ 目標人口の見通し

※社人研準拠推計 ⇒ 社人研推計（低位）に準拠した町独自算出による推計値
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